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配電新技術の動向について

配電部次長 清 水 創

1 ま え が き

配電部門の新技術の研究開発は，地域社至の二
ー ズを的確に把握し，将来とも真に電力の安定供
給を確保し電力原価の節減に役立つようテ ー マを
厳選し重点的，効果的に推進している。

推進に当っては社外の諸機関とも協調しながら
積極的に新技術の開発に努めている。最近の配電
新技術としては配電線の絶縁化に伴う電線断線対
策，電カロス軽減対策，地中配電用機材の開発，
配電線高調波障害防止対策などがあり，以下概要
を述べる。

2 配電線雷害対策の技術開発
高圧配電線の雷による故障は，全故障件数の約

半数を占め，短時 間に集 中 的に発 生することか
ら，その防止は最重点課題となっている。
(1) 10号格差絶縁方式

配電線の雷害対策として従来は避雷器および架
空地線の取付を主体に実施してきたが，膨大な耐
雷施設の維持管理および最近の配電線の絶縁化の
進展に伴う絶縁雷線の雷ア ー ク溶断防止等，新し
い観点から見直す必要性が生じた。そこで10号格
差絶縁方式を開発し強雷区域の50％強を10号化し
効果を上げている。

i 概要ならびに機材の開発と改良
この方式は，高圧本線側の絶縁レベルを6号か

ら10号へ格上げして本線部分における閃絡を極力
阻止し，雷閃絡を6号絶縁の変圧器周辺に集中さ
せ，続流を高圧カットアウトでしゃ断して雷害故
障を柱上変圧器の不点事故に限定しようとするも
のである。

10号格差絶縁方式の採用に伴い，10号中実がい
し，10号高圧カットアウトを開発するとともに柱
上変圧器の改良を行った。

ii 10号格差絶縁方式の効果
この方式を採用した場合の雷閃絡による本線被

害率を見ると第1表のとおり，6号絶縁方式の15
％に対し，10号格差絶縁方式は7％と約半分に低
下している。また，絶縁電線のア ー ク溶断故障率
も第2表のとおり，ほぼ半分に減少している。

第1表 冒閃絡による本縁被害寧

1本線関連被害1変圧器関連被1本線被害率(%)
―

（件数） a 害（件数） b I{ a/ a + b} x 100

は認塁l 69 | 885 | 7 

如方t| 149 | 832 | 15 

（注）変圧器関連とは変圧器，PC,引下線など変圧器
引下線以降の被害をいい，本線関連とはその他の
被害をいう。

第2 表 絶縁電縁アーク溶断故●

1故障件数1 高圧電線延長 1
1oookA当り件数

A （単位， lOOOkm)BI A/B 
10号格差
絶縁方式| 38 I 10. 5 I o. 54

6 ロ

絶縁方閲 55 | 62.4 | o.88 

また，最近においては，絶縁電線のア ー ク溶断
防止対策用新機材の開発を進めている。

(2) 過電流表示器

過電流表示器は，配
電線路の中間に取り付
け，雷ア ー ク断線時の
短絡電流が流れたこと
を表示器底部の色を変
化させ表示するもので
ある。

なお，巡視・復旧に
必要な時間が経過した
後，自動的に表示は復第1図 過電流表示器の一例

帰する。
特長は次のとおりである。

0 小形，軽量である。
0 分割形 CTを使用し，電線に吊り下げる方式の

ため，活線での取付が容易である。
0 表示器を動作，復帰させるための電源が不要で

ある。
0 相間 および大地 間が空気で 絶緑されているた

め，表示器が仮に劣化したとしても，配電線故
障の原因にはならない。

(3) 襲雷警報システム
聾雷警報システムは，配電線に発生する雷サ ー

絶ほ電線
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